






 要約 神奈川県内の5保健所で実施した高速液クロ(HPLC)による神経芽細胞腫のマス・ス

クリーニング(MS)の平成 3 年 4 月から平成 7 年 12 月までの精度管理の成績について検討

した結果、検査件数の多い施設において、日差変動が少なく、より高い精度が得られた。

 月別の成績では 4、5月に大きな変動がみられ、異動や担当業務の変更による技術的な要

因が推測され、この時期における、検体の前処理、測定方法、機器の点検等に詳細な精度

管理を必要とした。

105,247 件の MS 検査の成績から、VMA の値に季節変動は認められなかったが、HVA 値は夏

期高く冬季に低い値が得られたので、カットオフ値の調整を必要とした。


